
主催 ： 桐蔭横浜大学　　共催 ： 神奈川県教育委員会

第 　 回4

2019年度より先行導入され、4年が経過した高校における『総合

的な探究の時間』は、ついに卒業生を送り出し始めた。その成果は

多岐にわたり、豊かな実践事例として報告がされている。第4回学

びフォーラムは探究のカリキュラムに注目し、組織的に１年生から

３年生まで、どのように探究活動をデザインするのか、またその活

動を支える組織はどのようなものなのかについて、基調講演、県内

の実践報告を通して、フロア全体で議論を行う。

事前動画を参加者限定で公開します。申込者への配信を
予定しておりますので、当日までにご覧ください。

主  旨 事前動画
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2023年8月16日（水）12：00まで
※申し込み締切後の変更、キャンセルはできません。

締切

無料 （お弁当付き）会費

神奈川を中心とした首都圏の高校関係者
※企業、大学関係者の方はご遠慮ください。

対象

定員

桐蔭横浜大学 Ⅰ号館 307教室会場

https://forms.gle/wrjNLNAKwSTBSpHm8
申込・問合せフォームURL

ht tps: // fo rms.g le / jWPafCVFKVPGeREf6

申込・問合せフォームより、お申し込みください。

お問合せも同様のフォームからお願いいたします。

開催概要

300人

● 東急田園都市線「市が尾駅」「青葉台駅」、

 小田急線「柿生駅」よりバスをご利用ください。

● バス停「桐蔭学園前」もしくは「桐蔭学園」下車すぐ。

MA P

お申し込み
お問合せ

高校学びフォーラム
組織的な探究活動をデザインする

無料

9:30-15:00
9:00受付開始Mon.

20238/21



東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構 准教授。玉川学園高
学年（中3～高3）教諭、桐蔭学園中等教育学校/高等学校教諭・探
究統括主任を経て現職。東北大学大学院情報科学研究科博士課
程修了、博士（情報科学）。著書に『学びの技　14歳からの探究・
論文・プレゼンテーション』（玉川大学出版部）など。

東京学芸大学  准教授

登本  洋子
久保田 正芳
神奈川県立光陵高等学校  
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黒崎 洋介
神奈川県立横浜瀬谷高等学校
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川妻 篤史
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校長補佐

閉会15:00

オープニング

ランチ交流タイム

開場

9:35

9:30

9:00

探究的な学びを支える持続可能な組織の作り方基調講演

11:00

12:10

実践報告①
総合的な探究の時間と教科指導の往還を目指した実践とは
～学校教育活動を “探究的” にするために～

実践報告②
総合的な探究の時間を軸とした
「社会に開かれた教育課程」のカリキュラム開発

実践報告③
「問いつづけ、学びつづける探究」のデザイン
ーだれもが主役になれる探究活動を目指してー
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組織的な探究活動をデザインするシンポジウム
13:20

15:00

‐

16:00

事後交流会 フリーセッション

登壇者と自由に交流することができます。

プログラム

申込・問合せフォーム ◀
〒225-8503  神奈川県横浜市青葉区鉄町 1614 番地
電話：045 - 972 - 5881 (代表 )

登本 洋子、久保田 正芳、
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